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1.  はじめに 
2012年 2月に Oracle Enterprise Manage Cloud Control 12c（12.1.0.1）の Bundle Patch 1（BP1）、および

12.1.0.2 Plug-inがリリースされました。 

 

本資料では、Oracle Enterprise Managerの旧リリースである Oracle Enterprise Manager Grid Control 10g

をベースに、既存の環境を Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Bundle Patch 1および 12.1.0.2 

Plug-inへアップグレードする際の手順をまとめ、記載しています。 

また Oracle Enterprise Manager Grid Control 11gからアップグレードする際に Grid Control 10g と使用するコ

マンドが異なるような場合は、できるだけその内容も追記しています。 

 

本資料の作成においては、実際にアップグレード作業を通して動作の確認を行っていますが、本資料の基となる

「1.2.関連ドキュメント」に挙げたドキュメントは適宜更新される可能性があり、また、本資料はご利用の環境のす

べてを網羅するものではありませんので（例:複数の Oracle Management Service（OMS）構成で運用している

場合など）、作業に際しては必ず「1.2.関連ドキュメント」の最新版を併せてご覧ください。 

 
 

本資料は、Oracle Linux 5.7 x86-64bitシステムで、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Bundle 

Patch 1（12.1.0.1.0）へアップグレードする場合の手順書です。Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c 

Bundle Patch 1のアップグレード方法と起動/停止方法、アクセス方法についても説明します。 

 
 

1.1. 対象者 

本資料は、すでに Oracle Enterprise Manager Grid Control 10gまたは 11gをご利用の方で、既存の環境を

Oracle Enterprise Manager Bundle Patch 1および 12.1.0.2 Plug-inへアップグレードされる方を対象としてい

ます。 

 

本資料中で使用する各パッチの入手には、サポート契約ならびに My Oracle Supportへ接続のためのアカウン

トが必要となります。 

サポート契約のない場合は、アップグレードに必要となる各パッチを適用することができませんので、パッチ適用

済みフルインストール・メディアを利用した新規インストールによる環境構築を検討してください。 

 
 

1.2. 関連ドキュメント 

本資料は、以下のドキュメントを基に構成しています。 

アップグレード実施に際しては、必ずこれらのドキュメントの最新版（英語）も確認してください。 

 
Oracle Enterprise Manager Cloud Control Documentation 

（http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/index.htm） 

Oracle Enterprise Manager Cloud Control ドキュメント（日本語版） 

（http://docs.oracle.com/cd/E26854_01/index.htm） 
 
 Basic Installation Guide 

（http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/toc.htm） 

基本インストレーション・ガイド（日本語版） 

（http://docs.oracle.com/cd/E26854_01/install.121/b65084/toc.htm） 
 
 
 

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/index.htm
http://docs.oracle.com/cd/E26854_01/index.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E26854_01/install.121/b65084/toc.htm
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 Upgrade Guide 

（http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm） 

アップグレード・ガイド（日本語版） 

（http://docs.oracle.com/cd/E26854_01/upgrade.121/b65086/toc.htm） 
 
 

（参考） 

Oracle Database 11g Release 2（11.2）Documentation 

（http://www.oracle.com/pls/db112/homepage） 

Oracle Database 11g Release 2（11.2） ドキュメント（日本語版） 

（http://docs.oracle.com/cd/E16338_01/index.htm） 
 
 

ヒント 

本資料の本文内からこれらの関連ドキュメントへのリンクを行っている場合は、ドキュメントの最新版へのとして、

原則英語版へのリンクを掲載しています。 

 
 

1.3. 省略表記 

 本資料では、次の省略表記を使用している箇所があります。 

 

名称 省略表記 

Oracle Enterprise Manager EM 

Oracle Enterprise Manager Grid Control EMGC / Grid Control 

Oracle Enterprise Manager Cloud Control EMCC / Cloud Control 

Oracle Universal Installer OUI 

Oracle Management Service OMS 

Oracle Management Agent Agent 

My Oracle Support MOS 

Bundle Patch 1 BP1 

 
 

1.4. 表記規則 

本資料では、次の表記規則を使用します。 

 

規則 意味 

太字 太字は、操作に関連する Graphical User Interface要素を示します。 

イタリック体 イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。 

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、サンプル内のコード、画面に表示されるテキス

ト、または入力するテキストを示します。 

#記号 bash シェルの rootユーザーのコマンドプロンプトを表します。 

$記号 bash シェルの Oracle製品インストール・ユーザーのコマンドプロンプトを表します。 

 

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E26854_01/upgrade.121/b65086/toc.htm
http://www.oracle.com/pls/db112/homepage
http://docs.oracle.com/cd/E16338_01/index.htm
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2.  Oracle Enterprise Manager Cloud Control 

12c アップグレード概要 
 

2.1. アップグレード方式の概要 

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでは、既存の Oracle Enterprise Managerシステムをアップグ

レードするために、次のアップグレード方式が用意されています。 

 

• 1システム・アップグレード方式 

この方式では、旧リリースの Oracle Enterprise Manager Grid Controlシステムが稼働しているホスト上で

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cへのアップグレードを行います。稼働中のホスト上でアッ

プグレードを行うため、ある程度のシステム停止時間を必要とします。 

 

• 2システム・アップグレード方式 

この方式では、既存の旧リリースの Oracle Enterprise Manager Grid Controlシステムが稼働していない

ホストへ Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cをインストールします。 

また、既存の Grid Control で使用しているリポジトリ・データベースのバックアップから作成したデータベー

スをアップグレードするので、新旧 2つの Oracle Enterprise Managerシステムが共存することができ、シ

ステム停止時間は全く発生しないか、ほぼゼロとなります。 

 

• 異なるホストでの 1システム・アップグレード方式 

この方式では、既存の Oracle Enterprise Manager Grid Control システムが稼働していないホストへ

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cをインストールします。 

2 システム・アップグレード方式との違いは、2 システム・アップグレード方式が既存のリポジトリ・データベー

スのバックアップから作成したデータベースをアップグレードするのに対し、このアップグレード方式では、既

存のリポジトリ・データベース自体をアップグレードします。 

したがって、Oracle Enterprise Managerシステムは常に1つしか存在せず、ある程度のシステム停止時間

を必要とします。 

注） 本資料では、この異なるホストでの 1システム・アップグレード方式については取り扱いません。 

 
 

2.2. アップグレード・コンソール 

Oracle Enterprise Manager 12cへのアップグレードでは、アップグレード・コンソールが利用可能です。 

 

アップグレード・コンソールを利用することによって、 

• 適切なアップグレード方式の選択 

• Oracle Management Agent 12c ソフトウェア（管理エージェント）の事前デプロイ 

• 旧リリースの管理エージェントから、新たにデプロイされた 12c管理エージェントへのスイッチ・オーバー 

を行うことができます。 

 

アップグレード・コンソールは、 

• Oracle Enterprise Manager Grid Control 10.2.0.5 
• Oracle Enterprise Manager Grid Control 11.1.0.1 

に対してパッチとして提供されます。 

 



【チュートリアル】Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Bundle Patch 1（12.1.0.1.0） 

アップグレード・ガイド（Linux x86-64版） 

8 
Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

2.3. サポートされるアップグレード・パス 

次の Oracle Enterprise Manager Grid Control リリースに対して、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 

12c Bundle Patch 1（12.1.0.1）への直接アップグレードがサポートされます。 

 
• Oracle Enterprise Manager Grid Control 10.2.0.5 
• Oracle Enterprise Manager Grid Control 11.1.0.1 
 

注） Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c OMS は、以前の Oracle Enterprise Manager Grid 

Control 10g/11g の管理エージェントとの組み合わせで使用することはできません。Oracle Enterprise 

Manager 12cへのアップグレードを行う際は、管理エージェントのアップグレードも必ず行ってください。 
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3.  アップグレードの事前準備 

3.1. 前提条件の確認 

Cloud Control 12c OMS（管理サービス）を稼働することになるホストが、ハードウェア・ソフトウェア等の各種要

件を満たしていることを確認します。 

詳細については、Oracle Enterprise Manager Cloud Control Basic Installation Guideの以下の章を参照して

ください。 

• Part II Preinstallation Requirements 
• Part III Installation – Chapter 6, “Installing Oracle Enterprise Manager System” 
 

また Cloud Control 12c管理エージェントをデプロイするホストについても同様に前提要件を確認してください。 

Oracle Enterprise Manger Cloud Control Upgrade Guide 
• Appendix D Meeting Prerequisites for Installing Oracle Management Agent 
 

その他、管理リポジトリに関する前提条件を含むアップグレード作業に関する実行ステップの概要については、

以下のドキュメントを確認してください。 

Oracle Enterprise Manger Cloud Control Upgrade Guide 
• Part II Getting Started – Chapter 4. “Upgrading with 1-System Upgrade Approach” 
• Part II Getting Started – Chapter 5. “Upgrading with 2-System Upgrade Approach” 
 
 

3.2. 最新 OPatchの適用 

現在の OMS ORACLE_HOMEの OPatchを確認し、最新の OPatchを適用します。 

 

1) Oracleソフトウェア所有者ユーザー（本資料ではoracle）に対して環境変数が正しく設定されていることを確

認します。 

• <ORACLE_HOME> : OMSホーム （例: /scratch/OracleHomes/oms10g） 

• <PATH> : <ORACLE_HOME>/binおよび<ORACLE_HOME>/OPatchを追加 

 
 

2) 現在の OPtachバージョンを確認します。 

 
 

$ <ORACLE_HOME>/OPatch/opatch version 

 

例） 
[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/OPatch/opatch version 

Invoking OPatch 10.2.0.4.5 

 

OPatch Version: 10.2.0.4.5 

 

OPatch succeeded. 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/part_preinstall_reqs.htm#sthref51
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/part_install.htm#sthref153
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_em_exist_db.htm#BGBHDBCH
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/appdx_agent_install_prereq.htm#BGBIEBDJ
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/part_getting_started.htm#sthref196
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/upgrading_em_one_sys.htm#CIHIADEC
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/part_getting_started.htm#sthref196
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/upgrading_em_two_sys.htm#CIHCHAJC
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3) 既存の OPatchディレクトリを OPatch最新バージョンの zip ファイルを解凍して置き換えます。 

 
 

例） 
[oracle@techqajp01 ~]$ cd /scratch/OracleHomes/oms10g 

[oracle@techqajp01 oms10g]$ mv OPatch OPatch.102045 

[oracle@techqajp01 oms10g]$ unzip p6880880_102000_Linux-x86-64.zip 

Archive:  p6880880_102000_Linux-x86-64.zip 

   creating: OPatch/ 

   creating: OPatch/ocm/ 

 extracting: OPatch/ocm/ocm.zip       

   creating: OPatch/ocm/lib/ 

  inflating: OPatch/ocm/lib/osdt_jce.jar 

… 

[oracle@techqajp01 oms10g]$ ./OPatch/opatch version 

Invoking OPatch 10.2.0.5.1 

 

OPatch Version: 10.2.0.5.1 

 

OPatch succeeded. 

 

 
 

3.3. 前提パッチの適用 

Grid Control 10g/11gから Cloud Control 12c Bundle Patch 1へアップグレードする際には、それぞれ以下の

前提パッチの適用が必要です。 

 

• Oracle Enterprise Manager 10.2.0.5 Grid Controlからのアップグレードの場合: 

OMS ORACLE_HOMEへ PSU3（パッチ 9282397）以上が適用されていること。 

 

• Oracle Enterprise Manager 11.1.0.1 Grid Controlからのアップグレードの場合: 

OMS ORACLE_HOMEへ PSU1（パッチ 10065631）以上が適用されていること。 

 

これら前提 PSUが未適用の場合は適用します。 

 
 

3.4. アップグレード・コンソール・パッチの適用 

OMS ORACLE_HOMEへアップグレード・コンソール・パッチを適用します。 

 

1) 以下の URLより、最新のアップグレード・コンソール・パッチをダウンロードします。 

http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html 
 

10.2.0.5の場合: Pre-upgrade console patch for 10.2.0.5 Grid Control 

11.1.0.1の場合: Pre-upgrade console patch for 11.1.0.1 Grid Control 

 
 

2) Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（本資料では oracle）の環境変数が正しく設定されていることを確認し

ます。 

• <ORACLE_HOME> : OMSホーム（例: /scratch/OracleHomes/oms10g） 

• <TNS_ADMIN> : リポジトリ・データベースの ORACLE_HOME/network/admin 

                （例: /scratch/OracleHomes/db10g/network/admin） 

• <PATH> : <ORACLE_HOME>/binおよび<ORACLE_HOME>/OPatchを追加 

 

http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html
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3) opatchが正しく動作することを確認します。 

 
 

例） 
[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/OPatch/opatch lsinventory 

Invoking OPatch 10.2.0.5.1 

 

Oracle Interim Patch Installerバージョン 10.2.0.5.1 

Copyright (c) 2010, Oracle Corporation.  All rights reserved。 
 

 

Oracleホーム       : /scratch/OracleHomes/oms10g 

中央インベントリ : /scratch/oraInventory 

   元           : /etc/oraInst.loc 

OPatchのバージョン    : 10.2.0.5.1 

OUIのバージョン       : 10.2.0.5.0 

OUIの場所      : /scratch/OracleHomes/oms10g/oui 

ログ・ファイルの場所 : 

/scratch/OracleHomes/oms10g/cfgtoollogs/opatch/opatch2012-07-26_23-21-46午後.log 

 

Patch history file: 

/scratch/OracleHomes/oms10g/cfgtoollogs/opatch/opatch_history.txt 

 

Lsinventory Output file location : 

/scratch/OracleHomes/oms10g/cfgtoollogs/opatch/lsinv/lsinventory2012-07-26_23-21-

46午後.txt 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

インストールされた最上位製品(2):  

 

Oracle Enterprise Manager Patchset                                          10.2.0.5.0 

Oracle Enterprise Manager Grid Console                               10.2.0.3.0 

この Oracleホームには 2の製品がインストールされています。 
… 

OPatch succeeded. 

 

 

注） ORACLE_HOME環境変数へOMS_HOMEが正しく設定されていないと、誤ったディレクトリへパッチの適

用を行おうとしてエラーが発生します。 

 
 

4) ステップ 1）でダウンロードした、アップグレード・コンソール・パッチを OMS上で解凍します。 

 
 

例） 
[oracle@techqajp01 ~]$ cd /home/oracle 

 

[oracle@techqajp01 oracle]$ unzip p13943512_102050_Generic.zip （10.2.0.5の場合） 

[oracle@techqajp01 oracle]$ unzip p13943512_111010_Generic.zip （11.1.0.1の場合） 
 

[oracle@techqajp01 oracle]$ cd 13943512 
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5) OMSを停止します。（リポジトリ・データベースとリスナーは起動したままにしておきます） 
 
 

例） 

（10.2.0.5の場合） 
[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE _HOME/opmn/bin/opmnctl stopall 

opmnctl: stopping opmn and all managed processes... 

 

（11.1.0.1の場合） 
[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/bin/emctl stop oms –all 
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6) アップグレード・コンソール・パッチを適用します。 

 
 

例） 
[oracle@techqajp01 13943512]$ pwd 

/home/oracle/13943512 

[oracle@techqajp01 13943512]$ $ORACLE_HOME/OPatch/opatch apply 

Invoking OPatch 10.2.0.5.1 

 

Oracle Interim Patch Installerバージョン 10.2.0.5.1 

Copyright (c) 2010, Oracle Corporation.  All rights reserved。 
 

Oracleホーム       : /scratch/OracleHomes/oms10g 

中央インベントリ : /scratch/oraInventory 

   元           : /etc/oraInst.loc 

OPatchのバージョン    : 10.2.0.5.1 

OUIのバージョン       : 10.2.0.5.0 

OUIの場所      : /scratch/OracleHomes/oms10g/oui 

ログ・ファイルの場所 : 

/scratch/OracleHomes/oms10g/cfgtoollogs/opatch/opatch2012-07-26_23-34-08午後.log 

 

Patch history file: 

/scratch/OracleHomes/oms10g/cfgtoollogs/opatch/opatch_history.txt 

 

ApplySessionは仮パッチ'13943512'を OH '/scratch/OracleHomes/oms10g'に適用中 

 

Running prerequisite checks... 

セキュリティの問題について通知を受ける電子メール・アドレスを指定し、Oracle Configuration 

Manager をインストールして開始してください。My Oracle Supportの電子メール・アドレス/ユーザー名を使用す

ればより簡単です。 

詳細は http://www.oracle.com/support/policies.htmlにアクセスしてください。 

電子メール・アドレス/ユーザー名:  

 

セキュリティの問題について通知を受け取るための電子メール・アドレスが指定されていません。 

セキュリティの問題に関する通知を今後も受け取りませんか([Y]はい、[N]いいえ) [N]:  Y 
 

OPatchによりインベントリから非クラスタのOracleホームが検出されたため、ローカル・システムにのみパッチが適

用されます。 
 

Oracleホームのファイルとインベントリをバックアップ(自動ロールバック用ではない)しています 

パッチ'13943512'の影響を受けるファイルをリストア用にバックアップしています。少し時間がかかります... 

パッチ'13943512'の影響を受けるファイルをロールバック用にバックアップしています。少し時間がかかります... 

 

… 

 

75 [main] DEBUG emSDK.util.help  - processing config file locale : _fr 

89 [main] DEBUG emSDK.util.help  - processing config file locale : _ja 

100 [main] DEBUG emSDK.util.help  - processing config file locale : _ko 

115 [main] DEBUG emSDK.util.help  - processing config file locale : _pt_BR 

124 [main] DEBUG emSDK.util.help  - processing config file locale : _zh_CN 

134 [main] DEBUG emSDK.util.help  - processing config file locale : _zh_TW 

143 [main] DEBUG emSDK.util.help  - processing config file locale : _it 

 

Return Code = 0 

 

OPatch succeeded. 
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7) インストール後スクリプトを実行します。 

 
 

例） 

（10.2.0.5の場合） 
[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/bin/sqlplus sys@emrep as sysdba 

… 

SQL> @$ORACLE_HOME/sysman/preupgc/puc_dblink_pkgdef.sql 

 

Package created. 

 

No errors. 

 

Package created. 

 

SQL> @$ORACLE_HOME/sysman/preupgc/puc_dblink_pkgbody.sql 

 

Package body created. 

 

No errors. 

 

Package body created. 

 

SQL> conn sysman@emrep 

… 

SQL> @$ORACLE_HOME/sysman/preupgc/pre_upg_console.sql 

 

PL/SQL procedure successfully completed. 

 

 

PL/SQL procedure successfully completed. 

… 

 

PL/SQL procedure successfully completed. 

 

 

Commit complete. 

 

 

（11.1.0.1の場合） 
[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/bin/rcuJDBCEngine 

sys/password@DBHOST.oracle.com:1521:emrep JDBC_SCRIPT 

$ORACLE_HOME/sysman/preupgc/puc_dblink_pkgdef.sql 

 

[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/bin/rcuJDBCEngine 

sys/password@DBHOST.oracle.com:1521:emrep JDBC_SCRIPT 

$ORACLE_HOME/sysman/preupgc/puc_dblink_pkgbody.sql 

 

[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/bin/rcuJDBCEngine 

sysman/password@DBHOST.oracle.com:1521:emrep JDBC_SCRIPT 

$ORACLE_HOME/sysman/preupgc/puc_upg_console.sql 
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8) OMSを起動します。 

 
 

例） 
[oracle@techqajp01 oms10g]$ $ORACLE_HOME/bin/emctl start oms 

Oracle Enterprise Manager 10g Release 5 Grid Control   

Copyright (c) 1996, 2009 Oracle Corporation.  All rights reserved. 

opmnctl: opmn started 

Starting HTTP Server ... 

Starting Oracle Management Server ... 

Checking Oracle Management Server Status ... 

Oracle Management Server is Up. 

 

 
 

9) Oracle Enterprise Manager Grid Control コンソールへログインし、「デプロイ」タブからアップグレード・コン

ソールが利用可能となっていることを確認します。 
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4. 「1システム・アプローチ」によるアップグレード 

4.1. アップグレード環境 

本章で使用するアップグレード環境は以下の通りです。 

 

アップグレード前（既存） Oracle Enterprise Manager 10g Grid Control環境 

ホスト 

ホスト名 cdcjp74vm5.cn.oracle.com 

オペレーティング・システム Oracle Linux 5 Update 7 for x86_64（64bit） 

Oracleソフトウェア所有者ユーザー 

（Oracle Enterprise Manager/リポジトリDB） 
oracle （グループ: oinstall、dba、oper） 

 
Oracle Enterprise Manager 

管理サーバー（OMS） Oracle Enterprise Manager Grid Control 10.2.0.5 

OMS_HOME /home/oracle/OracleHomes/oms10g 

管理エージェント Oracle Enterprise Manager Grid Control 10.2.0.5 

AGENT_HOME /home/oracle/OracleHomes/agent10g 

 

リポジトリ・データベース 

データベース・リリース Oracle Database10.2.0.5 

SID emrep 

ORACLE_HOME /home/oracle/OracleHomes/db10g 
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アップグレード後 Enterprise Manager Cloud Control 12c環境 

ホスト 

ホスト名 cdcjp74vm5.cn.oracle.com 

オペレーティング・システム Oracle Linux 5 Update 7 for x86_64（64bit） 

Oracleソフトウェア所有者ユーザー 

（Oracle Enterprise Manager/リポジトリDB） 
oracle （グループ: oinstall、dba、oper） 

 
Oracle Enterprise Manager 

管理サーバー（OMS） Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12.1.0.1（BP1） 

OMS_HOME /u01/app/Middleware/oms 

管理エージェント Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12.1.0.1（BP1） 

AGENT_HOME /home/oracle/OracleHomes/agent12g 

 

リポジトリ・データベース 

データベース・リリース Oracle Database 11.2.0.3 

SID emrep 

ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1 
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4.2. アップグレード・コンソールによる作業 

4.2.1. アップグレード・タイプの選択 

1) EMGC コンソールから「デプロイ」タブ → 「Oracle Enterprise Manager 12c アップグレード・コンソール」

を選択し、アップグレード・コンソールを開きます。 

 

 
 
 

2) 「アップグレード・タイプの選択」の中から「1システム」を選択します。 
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4.2.2. アップグレード前のステップ 

 
 

1) 「概要」から、1システム・アプローチによるアップグレード作業の流れを確認することができます。 

 
 

2) デフォルトの設定では、アップグレード直後に Cloud Control 12c はメトリック、構成情報などといった時系

列データをアップグレード前のGrid Control 10g/11gリリース形式からCloud Control 12cに対応する形式

へ変換するジョブ（DDMPジョブ）を実行します。 

変換対象となるデータ量が多くなると、これらのジョブによる管理リポジトリの負荷が高くなりますが、特に 1

システム・アプローチによるアップグレードでは、同様にアップグレード直後からすべてのエージェントによる

データのアップロードも実行されるため、リソース不足を引き起こす可能性があります。 

 

「Configure Post Tasks」から「Disable automatic DDMP jobs」を有効にすると、データ変換ジョブ

（DDMPジョブ）をアップグレード後にマニュアルで実行することができるので、この問題を回避することがで

きます。 

 

 
 
 

3) 「ソフトウェアの管理」からアップグレードに必要となるエージェント、プラグイン・ソフトウェアを確認します。 

画面にリストされたアップグレードに必要なソフトウェアを、以下の URL からダウンロードし、OMS ホストの

適当なディレクトリに配置します。 

http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html 
 

 
注） ダウンロードした ZIP ファイルは解凍しないでください。 

http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html
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画面の例の場合であれば、次のソフトウェア・ファイルが必要となります。 

12.1.0.1.0_AgentCore_226.zip 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.beacon_2000_0.opar 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.csa_2000_0.opar 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.emrep_2000_20120427.opar 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.oh_2000_20120211.opar 
12.1.0.2.0_oracle.sysman.db_2000_20120704.opar 
12.1.0.2.0_oracle.sysman.emas_2000_20120704.opar 

 
 

4) 3）で用意したソフトウェア・ファイルを配置したディレクトリを「ソフトウェアの場所」に指定して、「検証」をクリ

ックします。 

検証のジョブが完了し、「エージェント」「ターゲット」のアップグレード可能性がすべてアップグレード可能（緑

色の円グラフ）となっていることを確認します。 
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検証ジョブ、正常終了後の画面 
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4.2.3. エージェントのアップグレード処理 

1) アップグレード・コンソールから「エージェントのデプロイと構成」を選択します。 

 

 
 
 

2) 必要に応じて任意の操作名（ジョブ名）を指定します。 

 

「操作タイプの選択」オプションに 

・ エージェントとプラグイン・ソフトウェアのデプロイ 

・ エージェントとプラグイン・ソフトウェアの構成 

がどちらも選択されていることを確認します。 

 

「検索」をクリックして、アップグレードを行う管理エージェントを検索し、リストへ表示します。 
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3) 管理エージェントのリストの中から、アップグレード処理を行うエージェントを選択し、Cloud Control 12cエ

ージェント用の 

・ エージェント・ベース・ディレクトリ 

・ エージェント・インスタンス・ホーム 

を指定します。 

 

注） エージェント・ベース・ディレクトリに<Middleware_HOME>を指定することはできません。 

    エージェントのインストール・ベース・ディレクトリには 110MB以上の空き容量が必要です。 

 

「エージェント資格証明」に、「Oracleホーム優先資格証明を使用」または「Oracleホーム優先資格証明の

オーバーライド」を指定します。 

（本資料では Oracleホーム優先資格証明のオーバーライドを使用） 
 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「次へ」をクリックします。 
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4) 管理エージェント・ホスト上で root.shを実行するための「ルート資格証明」を設定します。 

 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「送信」をクリックします。 

 
 

5) 2）の操作名でジョブが発行されるので、ジョブが正常終了していることを確認します。 

 

 
 
 

6) 次に、「デプロイ済みエージェントのシステム状態レポートの生成」を選択します。 
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7) 必要に応じて任意の操作名（ジョブ名）を指定します。 

 

「検索」をクリックして、アップグレードを行う管理エージェントを検索し、リストへ表示します。 

 

 
 
 

8) 管理エージェントを選択し、「エージェント資格証明」に、「Oracleホーム優先資格証明を使用」または

「Oracleホーム優先資格証明のオーバーライド」を指定します。 

（本資料では Oracleホーム優先資格証明のオーバーライドを使用） 
 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「送信」をクリックします。 

 
 

9) 7）の操作名でジョブが発行されるので、ジョブが正常終了していることを確認します。 
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10) 次に、「デプロイ済みエージェントのシステム状態レポートのサインオフ」を選択します。 

 

 
 
 

11) 各管理エージェントの「破損したターゲット」、「失敗したメトリック」列を確認し、「0」以外の値が表示されてい

る場合は、「詳細レポートの表示」をクリックしてエラー内容を確認して修正を行った後、必要なステップを繰

り返します。 

 

 
 
 

12) 全てのエラーが修正されたら「レポートの確認とサインオフ」をクリックします。 

 

 
 
 

13) 続いて、「エージェントの切替え」を選択します。 
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14) 必要に応じて任意の操作名（ジョブ名）を指定します。 

 

「検索」をクリックして、Cloud Control 12cエージェントへ切り替えを行う管理エージェントを検索し、リストへ

表示します。 

 

 
 
 

15) 管理エージェントを選択し、「エージェント資格証明」に、「Oracleホーム優先資格証明を使用」または

「Oracleホーム優先資格証明のオーバーライド」を指定します。 

（本資料では Oracleホーム優先資格証明のオーバーライドを使用） 
 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「送信」をクリックします。 
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すべての「エージェントのアップグレード処理」ステップが成功で終了していることを確認します。 

 

 
 

注） 以降、監視対象ホストでは Grid Control 10g/11g管理エージェントに代わり、pre-12c エージェントがメトリ

ック・データ等の収集を行います。OMS（管理サービス）のアップグレードが完了するまではアップロードは行うこ

とはできないので、収集されたデータは管理エージェント・ホスト上に保持されます。 

 
 

16) 「OMSとリポジトリの手動アップグレード」から、続くOMSおよびリポジトリのアップグレード作業の詳細を確

認できるので必要に応じて参照します。 

 
 
 
 

以上で、アップグレード・コンソールによる作業は終了です。 
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4.3. OMSおよびリポジトリのアップグレード 

4.3.1. 前提条件の確認 

1) Oracle Enterprise Manager Cloud Control Basic Installation Guide を参照し、これから OMS（管理サー

ビス）のアップグレードを行う環境がハードウェア、ソフトウェア等の要件を満たしていることを確認します。 

また、必要に応じてパッケージ、カーネル・パラメーター、ライブラリ要件に合わせて調整を行います。 

 
 

2) 既存の Grid Control システムで、実行中、またはスケジュールされているデプロイメント・プロシージャがあ

ればすべて停止します。 

 
 

3) emkeyを OMSから管理リポジトリへコピーします。 

 
 

（10.2.0.5の場合） 
$ <OMS_HOME>/bin/emctl config emkey –copy_to_repos 

 

（11.1.0.1の場合） 
$ <OMS_HOME>/bin/emctl config emkey –copy_to_repos_from_file –emkey_file 

<OMS_HOME>/sysman/config/emkey.ora 

 

例） 

[oracle@cdcjp74vm5 oms10g]$ /home/oracle/OracleHomes/oms10g/bin/emctl config emley 
ket y -copy_to_repos 
Copyright (c) 1996, 2009 Oracle Corporation.  All rights reserved. 

Please enter repository password: <enter password> 

 

The Em Key is already present in the Management Repository. 

 

 
 

4) OMSを停止します。 

 
 

（10.2.0.5の場合） 
$ <OMS_HOME>/opmn/bin/opmnctl stopall 

 

（11.1.0.1の場合） 
$ <OMS_HOME>/bin/emctl stop oms –all 

 

例） 

[oracle@cdcjp74vm5 oms10g]$ /home/oracle/OracleHomesopmn/bin/opmnctl stopall 
opmnctl: stopping opmn and all managed processes... 

 

 
  

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/toc.htm
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4.3.2. リポジトリ・データベースのバックアップとアップグレード 

1) 管理リポジトリ・データベースのバックアップを取得します。 

 

2) 管理リポジトリ・データベースのアップグレードが必要な場合は、この時点でアップグレードを行うことができ

ます。 

 

例えばGrid Control 10gからのアップグレードで、現在管理リポジトリ・データベースにはOracle Database 

10.1.0.4を使用しているとします。 

 

仮に Cloud Control 12cへのアップグレード後は Oracle Database 11.2.0.3を管理リポジトリ・データベー

スとして利用する場合、Grid Control 10gでは Oracle Database 11.2.0.3をサポートしていないため、Grid 

Control 10ｇがまだ稼働している時点（Oracle Enterprise Managerシステムのアップグレード開始前）では、

管理リポジトリ・データベースのアップグレードを行うことができません。 

一方、Cloud Control 12cでは Oracle Database 10.1.0.4をサポートしていないため、Oracle Enterprise 

Managerのアップグレード完了後に管理リポジトリ・データベースのアップグレードを行うこともできません。 

 

したがって、アップグレード・コンソールによる作業が完了し、OMS を停止した、このタイミングで管理リポジ

トリ・データベースのアップグレードを実施することになります。 

 
 
 

なお、別の例として、Grid Control 10gの管理リポジトリ・データベースにOracle Database 10.2.0.5を使用

しているような場合、Oracle Database 10.2.0.5は Grid Control 10gでも Cloud Control 12cでもサポート

されているので、管理リポジトリ・データベースのアップグレードは必須ではありません。 

 

もし、この管理リポジトリ・データベースを Oracle Database 11.2.0.2 へアップグレードするのであれば、

Oracle Database 11.2.0.2 もやはり Grid Control 10g、Cloud Control 12c ともにサポートしているので、

Oracle Enterprise Managerシステムのアップグレード開始前・完了後、またこのタイミングのいずれでも管

理リポジトリ・データベースのアップグレードを実施することができます。 

ただし、この管理リポジトリ・データベースを Oracle Database 11.2.0.3へアップグレードするのであれば、

Oracle Database 11.2.0.3は Grid Control 10gではサポートされていないので、このタイミングか、または、

Oracle Enterprise Managerのアップグレード完了後に管理リポジトリ・データベースのアップグレードを実

施することになります。 

 
 
 

このように、Oracle Enterprise Manager の管理リポジトリ・データベースとしてサポートされる組み合わせ

と、運用におけるシステム・ダウンタイムの影響等を考慮し、管理データベース・アップグレード計画を立て

るようにしてください。 
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4.3.3. OMSのアップグレード 

1) 「Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Release 12.1.0.1（Bundle Patch 1）, 12.1.0.2 Plug-ins 

for Linux x86-64」のメディアを使用して、Oracle Universal Installer（OUI）を起動します。 

 

Oracleソフトウェア所有者ユーザー（本資料では oracle）で、次のコマンドを実行します。 

 
 

$ <Software_Location>/runInstaller 

 

例） 
[oracle@cdcjp74vm5 Disk1] /mnt/EM12cBP1/Disk1/runInstaller 

Oracle Universal Installer を起動中です... 

 

一時領域の確認中: 400 MB を超えている必要があります.   実際 34455 MB    問題なし 

スワップ領域の確認中: 150 MB を超えている必要があります.   実際 13988 MB    問題なし 

モニターの確認中: 少なくとも 256色表示するよう設定されている必要があります.    実際 65536    問題なし 

Oracle Universal Installerの起動を準備中 /tmp/OraInstall2012-07-27_07-51-36AM. お待ち

ください... 
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2) Oracle Universal Installer（OUI）画面が起動します。 

 

「My Oracle Supportの詳細」の設定内容は、アップグレード終了後Cloud Control 12cコンソール画面か

ら設定することとし、今回はスキップすることにします。 

• 「電子メール」 :空白のまま 

• 「セキュリティ・アップデートを MetaLink経由で受け取る」 : チェックを外す 

 

 
 
 

「次へ」をクリックすると警告画面が表示されますが、「はい」をクリックして続行します。 
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3) 「ソフトウェアの更新」も今回はスキップを選択し、「次へ」をクリックします。 
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4) 「前提条件のチェック」でOUIは、製品をインストール（アップグレード）および構成するために必要な最小限

の要件を満たしているか検証を行います。 

ここでエラーが検出されたら次のステップへ進む前に修正を行ってください。修正後、チェックを再実行し、

すべての項目の検証が「成功」となっていることを確認したら「次へ」をクリックします。 
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5) 「インストール・タイプ」画面では、「既存の Oracle Enterprise Managerシステムのアップグレード」の「1

システムのアップグレード」を選択し、「インストールされた Oracleホーム」にこれからアップグレードを行う

OMS（管理サーバー）が正しく選択されていることを確認します。 

 

また、「ミドルウェア・ホームの場所」に Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cをインストールする

際のミドルウェア・ホームを指定します。 

（アップグレード後は、ここで指定した<Middleware_HOME>の下に作成される omsディレクトリが

OMS_HOME となります。（<OMS_HOME> = <Middleware_HOME>/oms） 
 

 
 

「次へ」をクリックします。 
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6) 「データベース接続の詳細」画面では、接続記述子の内容が正しいことを確認し、”SYS”および”SYSMAN”

のパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。 
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7) 「プラグインの選択」画面では、もしこのアップグレード作業の中で追加インストールしたいプラグインがあれ

ばチェックを付け選択します。 

 

ヒント 

グレー・アウトしているプラグインは必須プラグインなので選択を外すことはできません。 

 

 
 
 

注） アップグレード・コンソール「ソフトウェアの管理」フェーズで、必要なすべてのプラグイン・ファイルをダウンロ

ードし、検証も成功したにも関わらず「プラグインの選択」画面の前に以下のようなエラーが表示された場合は、

一旦 OUI を終了して、次のように”-pluginLocation”オプションを付けて OUI を起動してここまでのステップをもう

一度やり直してください。 
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$ <Software_Location>/runInstaller –pluginLocation <plugin_archive_location> 

 

例） 
[oracle@cdcjp74vm5 Disk1]$ /mnt/EM12cBP1/Disk1/runInstaller –pluginLocation 

/home/oracle/sw_upgrade12c 

 

 
 

8) 「WebLogic Server構成の詳細」画面では、”WebLogic”および”ノード・マネージャ”のパスワードを入力し、

必要があれば”OMS インスタンス・ベースの場所”（デフォルトは<Middleware_HOME>/gc_inst）を修正し

て「次へ」をクリックします。 
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9) （Grid Control 10gからのアップグレードのみ）「表領域の場所」画面では、JVM診断データ表領域のデータ

ファイルを配置する場所を変更する必要がある場合のみ修正を行います。 

 

「次へ」をクリックします。 
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10) （Grid Control 10gからのアップグレードのみ）「ポート構成の詳細」画面では、Cloud Control 12cのいくつ

かのコンポーネントについて使用するポート番号の変更を行うことができます。 

 

「次へ」をクリックします。 
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11) 「確認」画面で、ここまでのステップで行った設定内容を確認します。 

 

もし何らかの修正を行う場合は、「戻る」をクリックして必要なステップまで戻ってやり直します。 

すべての内容が正しいことを確認できたら「インストール」をクリックします。 
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12) アップグレード（インストール）の進行状況は、プログレス・バーおよびステップ毎の詳細ステータスで表示さ

れます。 
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13) 「構成スクリプトの実行」のポップアップ画面が表示されたら、新たにターミナル画面を開き、rootユーザー

で次のスクリプトを実行します。 

 
 

# <OMS_HOME>/allroot.sh 

 

例） 
[root@cdcjp74vm5 ~]# /u01/app/Middleware/oms/allroot.sh 

 

 
 

 実行後は「構成スクリプトの実行」画面に戻って「OK」をクリックします。 
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14) 「閉じる」をクリックしてアップグレードを終了します。 

 

 
 
 

ヒント 

アップグレード完了後、Cloud Control 12c コンソール画面へアクセスする際の URL は、この画面、または

setupinfo.txt ファイルから確認することができます。 

画面の例の場合） https://cdcjp74vm5.cn.oracle.com:4444/em 
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4.4. アップグレード後のタスクの実行 

4.4.1. 一般的なアップグレード後のタスク 

1) OCMスケジューラーの停止 

アップグレード前の ORACLE_HOMEで構成されていた OCMスケジューラーを停止します。 

 
 

$ export ORACLE_HOME=<10gまたは 11gの OMS_HOME> 

（11.1.0.1の場合はさらに） 

$ export ORACLE_CONFIG_HOME=<gc_instディレクトリ> 
 

… 

$ $ORACLE_HOME/ocr/bin/emCCR stop 

 

例） 
[oracle@cdcjp74vm5 oms10g]$ export ORACLE_HOME=/home/oracle/OracleHomes/oms10g 

[oracle@cdcjp74vm5 oms10g]$ $ORACLE_HOME/ocr/bin/emCCR stop 

 

 
 

2) 使われなくなったターゲットの削除 

Cloud Control 12cでは、Grid Controlで使用していたいくつかのターゲットが削除、または移行されていま

す。 

以前のリリースでこれらのターゲットに対して通知ルール、メトリックしきい値、標準コンプライアンスやジョブ

などを設定していた場合は、新たな Oracle WebLogic サーバーターゲットへ設定を行った後、以下の使わ

れなくなった古いターゲットをマニュアルで削除します。 

 
• EM Website 
• EM Website System 

• Grid Control 10g OMS ORACLE_HOME を構成する Oracle Application Server ターゲット 

- Oracle Application Server 
- OC4J 
- Oracle HTTP Server 
- Web Cache 

• Grid Control 11g OMS ORACLE_HOME を構成する Farm ターゲット secFarm_GCDomain 

- Oracle Fusion Middleware Farm 
- Oracle Weblogic Domain 
- Application Deployment 
- Metadata Repository 

 
 

3) SOA ターゲットのメトリック収集エラーの解決 

アップグレード前のリリースで SOA ターゲットの監視を行っていた場合、Top SQL クエリに対するメトリック

収集エラーが発生することがあります。 

この場合は、SOA ターゲットの監視構成ページからデータベース資格証明を付加します。 

 
 

その他の一般的なアップグレード後のタスクについては、「Oracle Enterprise Manager Cloud Control 

Upgrade Guide」 - “25 Performing General Postupgrade Tasks”を参照してください。 

 
  

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/postupg_general_tasks.htm#CIHEJHJI
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4.4.2. 遅延データ移行の実行 

アップグレード・コンソールのアップグレード前のタスク、「Configure Postupgrade Tasks」で「Disable 

automatic DDMP jobs」を有効にしていた場合は、マニュアルでデータ移行を実行します。 

 

1) 「設定」メニューから「アップグレード後のタスク」を選択します。 

 

 
 
 

2) 遅延データ移行を実行するコンポーネントを選択して「開始」をクリックします。 

（複数コンポーネントの選択可） 
 

すべてのデータ移行が正常終了したことを確認します。 
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4.4.3. インシデント・ルールの更新 

旧リリースの Grid Control 10g/11gでは、「OMS とリポジトリ」が、環境内すべての OMSに対して定義される共

通のターゲット・タイプでした。 

また、複数のOMSを構成している場合、異なるOMSに対して収集されたメトリックは、この共通のターゲット・タ

イプ内に表示されていました。 

 

一方Cloud Control 12cでは、ターゲット・タイプ「OMSとリポジトリ」に加えて、環境内の各OMSを表す新しいタ

ーゲット・タイプ、「Oracle Management Service」が導入されています。 

これにより、例えば環境内に 2つのOMSが存在する場合、ターゲット・タイプ「OMSとリポジトリ」が 1つ、そして

ターゲット・タイプ「Oracle Management Service」のインスタンスが 2つ（各 OMSに対して 1つ）表示されます。 

 

ターゲット・タイプ「OMS とリポジトリ」では、環境内のすべての OMSに共通するメトリックが取得されるのに対し、

ターゲット・タイプ「Oracle Management Service」では、各 OMSに固有のメトリックが取得されます。 

 

このようにメトリックに対する変更によりインシデント・ルールを手動で調整する必要がある場合、それを行いま

す。 

詳細については、 

「Oracle Enterprise Manager Cloud Control Upgrade Guide」 - “31 Updating Incident Rules” 

を参照してください。 

 
 

「設定」メニュー → 「インシデント」 → 「インシデント・ルール」 
 

 
 
 
  

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/postupg_tasks_incident_rules.htm#BABEDCCE
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5. 「2システム・アプローチ」によるアップグレード 

5.1. アップグレード環境 

本章で使用するアップグレード環境は以下の通りです。 

 

アップグレード前（既存） Oracle Enterprise Manager 10g Grid Control環境 

ホスト 

ホスト名 techqajp01.jp.oracle.com 

オペレーティング・システム Oracle Linux 5 Update 7 for x86_64（64bit） 

Oracleソフトウェア所有者ユーザー 

（Oracle Enterprise Manager/リポジトリDB） 
oracle（グループ: oinstall、dba、oper） 

 
Oracle Enterprise Manager 

管理サーバー（OMS） Oracle Enterprise Manager Grid Control 10.2.0.5 

OMS_HOME /scratch/OracleHomes/oms10g 

管理エージェント Oracle Enterprise Manager Grid Control 10.2.0.5 

AGENT_HOME /scratch/OracleHomes/agent10g 

 

リポジトリ・データベース 

データベース・リリース Oracle Database 10.2.0.5 

SID emrep 

ORACLE_HOME /scratch/oracle/OracleHomes/db10g 
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アップグレード後 Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c環境 

 

ホスト 

ホスト名 techqajp02.jp.oracle.com 

オペレーティング・システム Oracle Linux 5 Update 7 for x86_64（64bit） 

Oracleソフトウェア所有者ユーザー 

（Oracle Enterprise Manager/リポジトリDB） 
oracle （グループ: oinstall、dba、oper） 

 
Oracle Enterprise Manager 

管理サーバー（OMS） Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12.1.0.1（BP1） 

OMS_HOME /u01/app/Middleware/oms 

管理エージェント Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12.1.0.1（BP1） 

AGENT_HOME /u01/app/agent12g/core/12.1.0.1.0 

 

リポジトリ・データベース 

データベース・リリース Oracle Database 11.2.0.3 

SID em12rep 

ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/11.2.0/db_home1 
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5.2. アップグレード・コンソールによる作業 

5.2.1. アップグレード・タイプの選択 

1) EMGCコンソールから「デプロイ」タブ → 「Oracle Enterprise Manager 12cアップグレード・コンソール」

を選択し、アップグレード・コンソールを開きます。 

 

 
 
 

2) 「アップグレード・タイプの選択」の中から「2システム」を選択します。 
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5.2.2. アップグレード前のステップ 

 
 
 

1) 「概要」から 2システム・アプローチによるアップグレード作業の流れを確認することができます。 

 
 

2) 「新規 Oracle Enterprise Manager システムのホストとポートの識別」では、アップグレード先（Cloud 

Control 12cのインストールを行う）OMSホストおよび使用ポートの情報を入力します。 

 

 
 

またデフォルトの設定では、アップグレード直後にCloud Control 12cはメトリック、構成情報などといった時

系列データをアップグレード前のGrid Control 10g/11gリリース形式から Cloud Control 12cに対応する形

式へ変換するジョブ（DDMPジョブ）を実行します。 

変換対象となるデータ量が多くなると、これらのジョブによる管理リポジトリの負荷が高くなりますが、特に 1

システム・アプローチによるアップグレードでは、同様にアップグレード直後からすべてのエージェントによる

データのアップロードも実行されるため、リソース不足を引き起こす可能性があります。 

 

「Configure Post Tasks」から「Disable automatic DDMP jobs」を有効にすると、データ変換ジョブ

（DDMP ジョブ）をアップグレード後にマニュアルで実行することができるので、この問題を回避することがで

きます。 

 

一方、2システム・アプローチによるアップグレードでは、デフォルトではアップグレード後に管理エージェント

の切り替えの構成を実施するので 1 システム・アプローチと比べ問題となる可能性は低くなりますが、やは

り DDMPジョブ実行のタイミングをマニュアルでコントロールしたい場合はこのオプションを有効にしてくださ

い。 

 

ヒント 

2システム・アプローチによるアップグレードで「Disable automatic DDMP jobs」オプションを有効にした

場合は、併せて「Disable automatic ADMP jobs」オプションも有効となります。 

 
  

4900 
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Cloud Control 12c OMSホスト、ポート情報が正しく入力され、DDMP、ADMPジョブをアップグレード後の

タスクとして実行する場合は、オプションの選択が完了していることを確認したら「保存」をクリックします。 

 
 

3) 「ソフトウェアの管理」からアップグレードに必要となるエージェント、プラグイン・ソフトウェアを確認します。 

画面にリストされたアップグレードに必要なソフトウェアを、以下の URL からダウンロードし、OMS ホストの

適当なディレクトリに配置します。 

http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html 
 

 
 

注） ダウンロードした ZIP ファイルは解凍しないでください。 

 

画面の例の場合であれば、次のソフトウェア・ファイルが必要となります。 

12.1.0.1.0_AgentCore_226.zip 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.beacon_2000_0.opar 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.csa_2000_0.opar 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.emrep_2000_20120427.opar 
12.1.0.1.0_oracle.sysman.oh_2000_20120211.opar 
12.1.0.2.0_oracle.sysman.db_2000_20120704.opar 
12.1.0.2.0_oracle.sysman.emas_2000_20120704.opar 

 
  

http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html
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4) 3）で用意したソフトウェア・ファイルを配置したディレクトリを「ソフトウェアの場所」に指定して、「検証」をクリ

ックします。 

検証のジョブが完了し、「エージェント」「ターゲット」のアップグレード可能性がすべてアップグレード可能（緑

色の円グラフ）となっていることを確認します。 

 

 
 
 

検証ジョブ、正常終了後の画面 
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5.3. OMS とリポジトリのアップグレード処理 

5.3.1. 前提条件の確認 

1) Oracle Enterprise Manager Cloud Control Basic Installation Guide を参照し、Cloud Control 12c OMS

（管理サービス）、および管理リポジトリが稼働する環境が,、ハードウェア、ソフトウェア等の要件を満たして

いることを確認します。 

また、必要に応じてパッケージ、カーネル・パラメーター、ライブラリ要件に合わせて調整を行います。 

 
 

2) 既存の Grid Control 10g/11gシステムで、実行中、またはスケジュールされているデプロイメント・プロシー

ジャがあればすべて停止します。 

 
 

3) OMSから管理リポジトリへ emkeyをコピーします。 

 
 

（10.2.0.5の場合） 
$ <OMS_HOME>/bin/emct l config emley ket y -copy_to_repos 

 

（11.1.0.1の場合） 
$ <OMS_HOME>/bin/emct l config emley ket y -copy_to_repos from file –emkry_file 

<OMS_HOME>/sysman/config/emkey.ora 

 

例） 
[oracle@techqajp01 bin]$ /scratch/OracleHomes/oms10g/bin/emct l config emley ket y 

-copy_to_repos 

Copyright (c) 1996, 2009 Oracle Corporation.  All rights reserved. 

Please enter repository password: <enter password> 

 

The Em Key is already present in the Management Repository. 

 

 
 

5.3.2. リポジトリ・データベースのコピーの作成とアップグレード 

1) アップグレード・コンソール「OMS とリポジトリのアップグレード処理」の各フェーズを参照し、各フェーズを実

行していきます。 

 

 
 
  

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/toc.htm
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2) 「リポジトリのバックアップ」フェーズでは、まず既存の Grid Control 10g/11gシステムでソフトウェア・ライブ

ラリが構成されている場合は、それぞれのソフトウェア・ライブラリ構成ディレクトリごとにバックアップを取得

します。 

 

例えばソフトウェア・ライブラリが”/programs/swlib”と”/software/swlib”の二つのディレクトリで構成されてい

た場合、それぞれの構成ディレクトリごとに swlib_1.zip、swlib_2.zip のように個別のバックアップ・アーカイ

ブを取得します。 

 

ヒント 

取得したアーカイブファイルは、リモート・ホスト（アップグレード先OMSホスト）からアクセスできる場所へ配

置します。 

 
 

次に既存の Grid Control 10g/11g管理リポジトリ・データベースのバックアップを取得します。 

取得したバックアップを利用して Cloud Control 12cの管理リポジトリ・データベースを配置するホスト上へ

データベースのコピーを作成します。 

 

注） この作業におけるデータベースのコピーの作成には、Grid Control 10g/11g コンソールからの DB クロ

ーニング機能は使用できません。 

 

注） DBCAを使用してバックアップ、コピーの作成を行った場合は、Cloud Control 12cのインストールを行

う前にすべてのユーザーアカウントのロックを解除しておきます。 

 

 
 
 

3) 既存の Grid Control 10g/11g管理リポジトリから emkeyを削除します。 

 
 

$ <OMS_HOME>/bin/emctl config emkey –remove_from_repos 

 

例） 
[oracle@techqajp01 bin]$ /scratch/OracleHomes/oms10g/bin/emctl config emkey 

-remove_from_repos 

Oracle Enterprise Manager 10g Release 5 Grid Control   

Copyright (c) 1996, 2009 Oracle Corporation.  All rights reserved. 

Please enter repository password: <enter password> 

 

The Em Key has been removed from the Management Repository. 

Make a backup copy of OH/sysman/config/emkey.ora file and store it on another machine. 

WARNING: Encrypted data in Oracle Enterprise Manager will become unusable if the 

emkey.ora file is lost or corrupted. 
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4) 「リポジトリ・バックアップ詳細の指定」フェーズを選択し、バックアップを取得した日時を入力します。 

 

 
 
 

5) Oracle Database Documentation （参考:Oracle Database 11gR2 ドキュメンテーション（日本語版））を参

照し、ステップ 2）で作成した管理リポジトリ・データベースのコピーをアップグレードします。 

（本資料の環境では Oracle Database 10.2.0.5から 11.2.0.3へのアップグレードを実施） 
 

ヒント 

既存のGrid Control 10g/11gで使用していた管理リポジトリ・データベースが、Cloud Control 12cでもサポ

ートされているリリースの場合（例: Oracle Database 11.2.0.2など）は、管理リポジトリ・データベースのア

ップグレードは必須ではありません。 

 
  

http://docs.oracle.com/cd/E16338_01/index.htm
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5.3.3. OMSのアップグレード 

リモート・ホスト（Oracle Enterprise Manager 12c OMS を配置するホスト）へ Oracle Enterprise Manager 

Cloud Control 12cをインストールし、前のステップでアップグレードを行った管理リポジトリ・データベースと接続

します。 

 

1) 「Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Release 12.1.0.1（Bundle Patch 1）, 12.1.0.2 Plug-ins 

for Linux x86-64」のメディアを使用して Oracle Universal Installer（OUI）を起動します。 

 

Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（本資料では oracle）で、次のコマンドを実行します。 

 
 

$ <Software_Location>/runInstaller 

 

例） 
[oracle@techqajp01 Disk1]$ /mnt/EM12cBP1/Disk1/runInstaller 

Oracle Universal Installer を起動中です... 

 

一時領域の確認中: 400 MB を超えている必要があります.   実際 34455 MB    問題なし 

スワップ領域の確認中: 150 MB を超えている必要があります.   実際 13988 MB    問題なし 

モニターの確認中: 少なくとも 256色表示するよう設定されている必要があります.    実際 65536    問題なし 

Oracle Universal Installerの起動を準備中 /tmp/OraInstall2012-08-07_01-51-36AM. お待ち

ください... 
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2) Oracle Universal Installer（OUI）画面が起動します。 

 

「My Oracle Supportの詳細」の設定内容は、アップグレード終了後Cloud Control 12cコンソール画面か

ら設定することとし、今回はスキップすることにします。 

• 「電子メール」: 空白のまま 

• 「セキュリティ・アップデートを Metalink経由で受け取る」: チェックを外す 

 

 
 
 

「次へ」をクリックすると警告画面が表示されますが、「はい」をクリックして続行します。 
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3) 「ソフトウェアの更新」も今回はスキップを選択し、「次へ」をクリックします。 
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4) 「前提条件のチェック」でOUIは、製品をインストール（アップグレード）および構成するために必要な最小限

の要件を満たしているか検証を行います。 

ここでエラーが検出されたら次のステップへ進む前に修正を行ってください。修正後、チェックを再実行し、

すべての項目が「成功」となっていることを確認したら「次へ」をクリックします。 
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5) 「インストール・タイプ」画面では、「既存の Oracle Enterprise Managerシステムのアップグレード」の「2

システムのアップグレード」を選択します。 

 

また「ミドルウェア・ホームの場所」にOracle Enterprise Manager Cloud Control 12cをインストールする際

のミドルウェア・ホームを指定します。 

（インストール後は、ここで指定した<Middleware_HOME>の下に作成される oms ディレクトリが

OMS_HOME となります。（<OMS_HOME> = <Middleware_HOME>/oms） 
 

 
 

「次へ」をクリックします。 
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6) 「データベース接続の詳細」画面では、Cloud Control 12c の管理リポジトリ・データベースの情報を入力、

「次へ」をクリックします。 
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7) 「プラグインの選択」画面では、もしこのアップグレード作業の中で追加インストールしたいプラグインがあれ

ばチェックを付け選択します。 

 

ヒント 

グレー・アウトしているプラグインは必須プラグインなので選択を外すことはできません。 

 

 
 
 

注） アップグレード・コンソール「ソフトウェアの管理」フェーズで、必要なすべてのプラグイン・ファイルをダウンロ

ードし、検証も成功したにも関わらず「プラグインの選択」画面の前に次のようなエラーが表示された場合は、一

旦 OUIを終了し、次のように”-pluginLocation”オプションを付けて OUIを起動してここまでのステップをやり直し

てください。 
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$ <Software_Location>/runInstaller –pluginLocation <plugin_archive_location> 

 

例） 
[oracle@techqajp01 Disk1]$ /mnt/EM12cBP1/Disk1/runInstaller –pluginLocation 

/home/oracle/sw_upgrade12c 

 

 
 

8) 「WebLogic Server構成の詳細」画面では、”WebLogic”および”ノード・マネージャ”のパスワードを入力し、

必要があれば”OMS インスタンス・ベースの場所”（デフォルトは<Middleware_HOME/gc_inst）を修正して

「次へ」をクリックします。 
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9) 「古いリポジトリの詳細」画面では、「古いリポジトリ接続文字列」に既存の Grid Control 10g/11g 管理リポ

ジトリ・データベースへの接続情報が正しく提案されていることを確認し、”SYSMAN”ユーザーのパスワード

を入力して「次へ」をクリックします。 
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10) （Grid Control 10gからのアップグレードのみ）「表領域の場所」画面では、JVM診断データ表領域のデータ

ファイルを配置する場所を変更する必要がある場合のみ修正を行います。 

 

「次へ」をクリックします。 
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11) 「ポート構成の詳細」画面では、必要があれば Cloud Control 12cの各コンポーネントが使用するポート番

号を変更することができます。 

 

注） "Oracle Enterprise Manager Upload HTTP Port"および"Oracle Enterprise Manager HTTP SSL 

Port"は「5.2.2 アップグレード前のステップ」 - 2) 「新規Oracle Enterprise Managerシステムのホストとポ

ートの識別」で設定したポート番号と一致していなければなりません。 

 

 Oracle Enterprise Manager Upload HTTP Port  = OMS非セキュア・ポート 

 Oracle Enterprise Manager Upload HTTP SSL Port = OMSセキュア・ポート 

 

 
 

「次へ」をクリックします。 

  

4889 

4900 
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12) 「確認」画面で、ここまでのステップで行った設定内容を確認します。 

 

もし何らかの修正を行う場合は、「戻る」をクリックして必要なステップまで戻ってやり直します。 

すべての内容が正しいことを確認できたら「インストール」をクリックします。 

 

 
 
  

4889 
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13) アップグレード（インストール）の進捗状況は、プログレス・バーおよびステップ毎の詳細ステータスで表示さ

れます。 

 

 
 
  



【チュートリアル】Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Bundle Patch 1（12.1.0.1.0） 

アップグレード・ガイド（Linux x86-64版） 

70 
Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

14) 「構成スクリプトの実行」のポップアップ画面が表示されたら、新たにターミナル画面を開き、root ユーザー

で次のスクリプトを実行します。 

 
 

# <OMS_HOME>/allroot.sh 

 

例） 
[root@techqajp01 ~]# /u01/app/Middleware/oms/allroot.sh 

 

 
 

 実行後は「構成スクリプトの実行」画面に戻って「OK」をクリックします。 
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15) 「閉じる」をクリックして OMSのアップグレード（インストール）を完了します。 

 

 
 
 

ヒント 

アップグレード完了後、Cloud Control 12c コンソール画面へアクセスする際の URL は、この画面、または

setupinfo.txt ファイルから確認することができます。 

画面の例の場合） https://techqajp02.jp.oracle.com:7809/em 
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5.3.4. データベース・リンクの作成 

既存の Grid Control 10g/11g管理リポジトリ・データベースと、Cloud Control 12c管理リポジトリ・データベース

との間にリンクを作成します。 

 

1) 既存の Grid Control 10g/11g コンソール画面にログインし、アップグレード・コンソール画面から「アップグ

レード済みリポジトリへのリンクの作成」を選択します。 

 

 
 
 

2) 「アップグレードされたリポジトリの接続記述子」へ入力する値は、アップグレードされた（Cloud Control 12c

の）OMS インスタンス・ベース・ディレクトリ（デフォルトでは gc_inst）にある emgc.properties ファイルから

EM_REPOS_CONNECTDESCRIPTERの値として確認することができます。 

 

ヒント 

EM_REPOS_CONNECTDESCRIPTORの値から"\"（バックスラッシュ）およびスペースを除いた文字列を

接続記述子へ入力します。 

 
 

例） 
[root@techqajp01 ~]# grep EM_REPOS_CONNECTDESCRIPTOR 

/u01/app/Middleware/gc_inst/em/EMGC_OMS/emgc.properties 

 

EM_REPOS_CONNECTDESCRIPTOR=(DESCRIPTION\=(ADDRESS_LIST\=(ADDRESS\=(PROTOCOL\=TC

P)(HOST\=techqajp01.jp.oracle.com)(PORT\=1521)))(CONNECT_DATA\=(SID\=em12rep))) 

 

これより接続記述子は、 
(DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=techqajp01.jp.oracle.

com)(PORT=1521)))(CONNECT_DATA=(SID=em12rep))) 

 

 
 

さらに既存のGrid Control 10g/11gとCloud Control 12c、双方のSYSMANユーザーのパスワードを入力

し、「DB リンクの作成」をクリックします。 
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3) データベース・リンクが正常に作成されていることを確認します。 
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5.3.5. ソフトウェア・ライブラリの再構成 

（既存の Grid Control 10g/11g環境でソフトウェア・ライブラリが構成済みだった場合のみ） 

Cloud Control 12c環境でソフトウェア・ライブラリの再構成を行います。 

 

1) 「5.2 アップグレード前のステップ - 3）」で、あらかじめ用意したGrid Control 10g/11gソフトウェア・ライブラ

リのアーカイブを展開しておきます。 

展開したソフトウェア・ライブラリフォルダは Cloud Control 12cの OMSインスタンスからローカルでアクセ

ス可能である必要があります。 

また展開後のフォルダ、ファイルが Cloud Control 12c OMSの実行ユーザー（本資料では oracle）に対し

て read/writeが許可されていることも確認します。 

 
 

2) Cloud Control 12c コンソールにログインし、「設定」 → 「プロビジョニングとバッチ適用」 → 「ソフトウェ

ア・ライブラリ」を実行します。 
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3) アップグレード後にソフトウェア・ライブラリの再構築が必要である旨の警告が表示されるので、「アップグレ

ード後の再編成」のリンクをクリックします。 

 

 
 
 

4) Grid Control 10g/11gでソフトウェア・ライブラリとして設定していた各フォルダ・パスに対応する、1）で作成

した新たなフォルダ・パスを設定し「検証」をクリックします。 

 

 
 
 

5) 検証が正常終了したら「確認」をクリックしてジョブを発行します。ジョブが正常終了すればソフトウェア・ライ

ブラリの再構成は完了です。 
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5.4. エージェントのアップグレード処理 

1) アップグレード・コンソールから「エージェントのデプロイと構成」を選択します。 

 

 
 
 

2) 必要に応じて任意の操作名（ジョブ名）を指定します。 

 

「操作タイプの選択」オプションに 

・ エージェントとプラグイン・ソフトウェアのデプロイ 

・ エージェントとプラグイン・ソフトウェアの構成 

がどちらも選択されていることを確認します。 

 

「検索」をクリックして、アップグレードを行う管理エージェントを検索し、リストへ表示します。 
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3) 管理エージェントのリストの中から、アップグレード処理を行うエージェントを選択し、Cloud Control 12cエ

ージェント用の 

・ エージェント・ベース・ディレクトリ 

・ エージェント・インスタンス・ホーム 

を指定します。 

 

注） エージェント・ベース・ディレクトリに<Middleware_HOME>を指定することはできません。 

    エージェントのインストール・ベース・ディレクトリには 110MB以上の空き容量が必要です。 

 

「エージェント資格証明」に、「Oracleホーム優先資格証明を使用」または「Oracleホーム優先資格証明の

オーバーライド」を指定します。 

（本資料では Oracleホーム優先資格証明のオーバーライドを使用） 
 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「次へ」をクリックします。 
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4) 管理エージェント・ホスト上で root.shを実行するための「ルート資格証明」を設定します。 

 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「送信」をクリックします。 

 
 

5) 2）の操作名でジョブが発行されるので、ジョブが正常終了していることを確認します。 

 

 
 
 

6) 次に、「デプロイ済みエージェントのシステム状態レポートの生成」を選択します。 
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7) 必要に応じて任意の操作名（ジョブ名）を指定します。 

 

「検索」をクリックして、アップグレードを行う管理エージェントを検索し、リストへ表示します。 

 

 
 
 

8) 管理エージェントを選択し、「エージェント資格証明」に、「Oracleホーム優先資格証明を使用」または

「Oracleホーム優先資格証明のオーバーライド」を指定します。 

（本資料では Oracleホーム優先資格証明のオーバーライドを使用） 
 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「送信」をクリックします。 

 
 

9) 7）の操作名でジョブが発行されるので、ジョブが正常終了していることを確認します。 
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10) 次に、「デプロイ済みエージェントのシステム状態レポートのサインオフ」を選択します。 

 

 
 
 

11) 各管理エージェントの「破損したターゲット」、「失敗したメトリック」列を確認し、「0」以外の値が表示されてい

る場合は、「詳細レポートの表示」をクリックしてエラー内容を確認して修正を行った後、必要なステップを繰

り返します。 

 

 
 
 

12) 全てのエラーが修正されたら「レポートの確認とサインオフ」をクリックします。 

 

 
 
 

13) 続いて、「エージェントの切替え」を選択します。 
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14) 必要に応じて任意の操作名（ジョブ名）を指定します。 

 

「検索」をクリックして、Cloud Control 12cエージェントへ切り替えを行う管理エージェントを検索し、リストへ

表示します。 

 

 
 
 

15) 管理エージェントを選択し、「エージェント資格証明」に、「Oracle ホーム優先資格証明を使用」または

「Oracleホーム優先資格証明のオーバーライド」を指定します。 

（本資料では Oracleホーム優先資格証明のオーバーライドを使用） 
 

 
 

入力内容が正しいことを確認して、「送信」をクリックします。 
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すべての「エージェントのアップグレード処理」ステップが成功で終了していることを確認します。 

 

 
 
 

注） 以降、監視対象ホストでは Grid Control 10g/11g管理エージェントに代わり、Cloud Control 12c管理エー

ジェントがメトリック・データ等の収集を行い Cloud Control 12cへのアップロードを行います。 
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5.5. アップグレード後のタスクの実行 

5.5.1. 一般的なアップグレード後のタスク 

1) OCMスケジューラーの停止 

アップグレード前の ORACLE_HOMEで構成されていた OCMスケジューラーを停止します。 

 
 

$ ORACLE_HOME=<10gまたは 11gの OMS_HOME> 

$ export ORACLE_HOME 

 

（Grid Control 11gからのアップグレードの場合はさらに） 

$ ORACLE_CONFIG_HOME=<gc_instディレクトリ> 
$ export ORACLE_CONFIG_HOME 

 

例） 
[oracle@techqajp01 oms]$ ORACLE_HOME=/u01/app/Middleware/oms 

[oracle@techqajp01 oms]$ export ORACLE_HOME 

[oracle@techqajp01 oms]$ $ORACLE_HOME/ocr/bin/emCCR stop 

 

 
 

2) 使われなくなったターゲットの削除 

Cloud Control 12cでは、Grid Controlで使用していたいくつかのターゲットが削除、または移行されていま

す。 

以前のリリースでこれらのターゲットに対して通知ルール、メトリックしきい値、標準コンプライアンスやジョブ

などを設定していた場合は、新たな Oracle WebLogic サーバーターゲットへ設定を行った後、以下の使わ

れなくなった古いターゲットをマニュアルで削除します。 

 
• EM Website 
• EM Website System 

• Grid Control 10g OMS ORACLE_HOME を構成する Oracle Application Server ターゲット 

- Oracle Application Server 
- OC4J 
- Oracle HTTP Server 
- Web Cache 

• Grid Control 11g OMS ORACLE_HOME を構成する Farm ターゲット secFarm_GCDomain 

- Oracle Fusion Middleware Farm 
- Oracle Weblogic Domain 
- Application Deployment 
- Metadata Repository 

 
 

3) SOA ターゲットのメトリック収集エラーの解決 

アップグレード前のリリースで SOA ターゲットの監視を行っていた場合、Top SQL クエリに対するメトリック

収集エラーが発生することがあります。 

この場合は、SOA ターゲットの監視構成ページからデータベース資格証明を付加します。 

 
 

その他の一般的なアップグレード後のタスクについては、「Oracle Enterprise Manager Cloud Control 

Upgrade Guide」 - “25 Performing General Postupgrade Tasks”を参照してください。 

 

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/postupg_general_tasks.htm#CIHEJHJI
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5.5.2. 遅延データ移行の実行 

アップグレード・コンソールのアップグレード前のタスク、「Configure Postupgrade Tasks」で「Disable 

automatic DDMP jobs」を有効にしていた場合、マニュアルでデータ移行を実行します。 

 

1) 「設定」メニューから「アップグレード後のタスク」を選択します。 

 

 
 
 

2) 「遅延データ移行」のタブを開き、遅延データ移行を実行するコンポーネントを選択して「開始」をクリックしま

す。（複数コンポーネントの選択可） 
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3) すべての遅延データ移行が正常終了したことを確認します。 
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5.5.3. 発生データ移行の実行 

2 システム・アプローチによるアップグレードで、アップグレード・コンソール「Configure Postupgrade Tasks」

の「Disable autonmatic DDMP jobs」を有効にしていた場合、併せて「Disable automatic ADMP jobs」も有

効となっているので、遅延データ移行の実行に続いて発生データ移行を実行します。 

 

1) 「設定」メニューから「アップグレード後のタスク」を選択します。 

 

 
 
 

2) 「発生データ移行」のタブを開き、発生データ移行を実行するコンポーネントを選択して「開始」をクリックしま

す。（複数コンポーネントの選択可） 
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すべての発生データ移行が正常終了したことを確認します。 
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5.5.4. 差分レポートの生成と表示 

 

2 システム・アプローチによるアップグレードでは、アップグレードが完了するまでの間、旧リリースの Grid 

Control 10g/11g と Cloud Control 12cが共存する期間があります。 

アップグレードが完了するまでの間に、例えばソフトウェア・ライブラリに追加の場所を構成するなど、旧リリース

に対して変更を加えた場合、アップグレード完了後に、旧リリースに対して行った同様の変更を Cloud Control  

12cに対しても行う必要があります。 

 

差分レポートは、このような変更内容のサマリーを表示するので、レポートの内容を基に Cloud Control 12c に

対し必要な変更を行うことができます。 

 

1) 「設定」メニューから「アップグレード後のタスク」を選択します。 

 

 
 
 

2) 「差分レポート」のタブを開き、「レポートの再生成」をクリックします。 
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3) レポートの再生成が完了したらレポートを参照したいコンポーネントを選択して「レポートの表示」をクリック

します。 
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5.5.5. アクティブ化を保留中のターゲットの表示 

Cloud Control 12c OMS と組み合わせて使用できる管理エージェントは 12.1.0.1以上になります。 

もし「5.4 エージェントのアップグレード処理」の中で 12c 管理エージェントへのスイッチ・オーバーを行わずに、

Grid Control 10g/11g管理エージェントが依然残っている場合、Grid Control 10g/11g管理エージェントで監視・

管理を行っているターゲットは Cloud Control 12cから使用することはできません。 

 

「設定」メニューから「アップグレード後のタスク」を選択し、「アクティブ化を保留中のターゲット」タブを開くと、こ

のような旧リリースの管理エージェントのまま残っているターゲットの一覧を表示することができます。 

 

 
 
 

一覧にアクティブ化を保留中のターゲットが存在し、12c 管理エージェントへのスイッチ・オーバーを行う場合は、

既存（旧リリース）のGrid Controlコンソールにログインし、アップグレード・コンソールを使用して、対象の管理エ

ージェントに対して「5.4 エージェントのアップグレード処理」のステップを実行します。 
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5.5.6. 発生データ移行プロセスのサインオフ 

Cloud Control 12cへのスイッチ・オーバーが完了した後、旧リリースの管理エージェントはアンインストールする

ことができます。 

 

手動で旧リリースの管理エージェントを削除する代わりに、管理エージェントごとに発生データ移行プロセスをサ

インオフすると、コンソールを使用して管理エージェントのアンインストールを行うことができます。 

 

1) 「設定」メニューから「アップグレード後のタスク」を選択します。 

 

 
 
 

2) 「サインオフ」タブを開きます。 
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3) 「サインオフの保留中」のステータスとなっているエージェント一覧の中から、管理エージェントを選択し、「移

行のサインオフ」をクリックします。 

 

 
 
 

4) 選択した管理エージェント・ホストへアクセスするための資格証明を指定し、「OK」をクリックします。 

 

 
 
 

5) サインオフが完了すると選択した旧リリースの管理エージェントは自動的に削除されます。 

 

注） サインオフを行うと、選択した旧リリースの管理エージェントは完全に削除され、リカバリする方法はあ

りません。 

サインオフする前に 12c管理エージェントへのスイッチ・オーバーが終了し、Cloud Control 12cシステム上

で正常稼働していることを確認してください。 
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5.5.7. インシデント・ルールの更新 

旧リリースの Grid Control 10g/11gでは、「OMS とリポジトリ」が、環境内すべての OMSに対して定義される共

通のターゲット・タイプでした。 

また、複数のOMSを構成している場合、異なるOMSに対して収集されたメトリックは、この共通のターゲット・タ

イプ内に表示されていました。 

 

一方Cloud Control 12cでは、ターゲット・タイプ「OMSとリポジトリ」に加えて、環境内の各OMSを表す新しいタ

ーゲット・タイプ、「Oracle Management Service」が導入されています。 

これにより、例えば環境内に 2つのOMSが存在する場合、ターゲット・タイプ「OMSとリポジトリ」が 1つ、そして

ターゲット・タイプ「Oracle Management Service」のインスタンスが 2つ（各 OMS対して 1つ）表示されます。 

 

ターゲット・タイプ「OMS とリポジトリ」では、環境内のすべての OMSに共通するメトリックが取得されるのに対し、

ターゲット・タイプ「Oracle Management Service」では、各 OMSに固有のメトリックが取得されます。 

 

このようにメトリックに対する変更によりインシデント・ルールを手動で調整する必要がある場合、それを行いま

す。 

詳細については、 

「Oracle Enterprise Manager Cloud Control Upgrade Guide」 - “31 Updating Incident Rules” 

を参照してください。 

 
 

「設定」メニュー → 「インシデント」 → 「インシデント・ルール」 
 

 
 
 
 
 
  

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/upgrade.121/e22625/postupg_tasks_incident_rules.htm#BABEDCCE
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